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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第６期

第１四半期連結
累計期間

第７期
第１四半期連結

累計期間
第６期

会計期間
自平成27年１月１日
至平成27年３月31日

自平成28年１月１日
至平成28年３月31日

自平成27年１月１日
至平成27年12月31日

売上高 （百万円） 4,959 5,478 12,129

経常利益 （百万円） 1,251 1,568 1,105

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 821 1,087 678

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 838 1,014 654

純資産額 （百万円） 4,568 5,422 4,382

総資産額 （百万円） 13,016 12,632 10,212

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 152.67 201.80 126.13

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 146.39 191.49 119.81

自己資本比率 （％） 34.0 40.8 41.6

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年9月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

４．当社は、平成27年７月１日付で株式１株につき２株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額を算定しております。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　なお、当第１四半期連結会計期間より、新たに設立したPT.OAT MITOKU AGRIOを連結の範囲に含めております。ま

た、非連結子会社であったAsahi Chemical Europe s.r.o.は重要性が増したため連結の範囲に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間(平成28年１月１日～平成28年３月31日)におけるわが国経済は、政府の経済政策など

を背景に雇用環境の改善傾向が継続したものの、中国や新興国の景気減速に伴い原油価格が大幅に下落するなど、

世界情勢に対する懸念が増しております。そのため、年初から為替相場は円高に進んだ上、株式市場も大幅に下落

し、景気の先行きに不透明さが強まる状況となっております。

　また、当社グループの第１四半期連結累計期間の業績は、国内農薬事業を中心に需要盛期に備えた出荷が集中す

るため、売上高及び営業利益等が他の四半期と比較して多額となる傾向にあります。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は54億78百万円（前年同四半期比５億19百万円増加、

10.5％増）、営業利益は16億48百万円（前年同四半期比３億92百万円増加、同31.3％増）、経常利益は15億68百万

円（前年同四半期比３億17百万円増加、同25.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は10億87百万円（前年

同四半期比２億65百万円増加、同32.4％増）となりました。

 

　当社グループはアグリテクノ事業の単一セグメントでありますが、各分野別の業績は以下のとおりであります。

　農薬分野においては、需要盛期に向けた早期の出荷が伸び悩み、前年比で売上高が減少しましたが、海外向けの

販売は、殺ダニ剤「シフルメトフェン」を中心に北米及び南米向けの出荷量が好調に推移し、大幅に売上高が増加

しました。その結果、農薬分野の売上高は47億96百万円（前年同四半期比４億64百万円増加、同10.7％増）となり

ました。

　肥料・バイオスティミュラント分野においては、国内向けの出荷が堅調に推移しました。またバイオスティミュ

ラント分野の「アトニック」につきましては、欧州向けの出荷量が増加したため、売上高が増加しました。その結

果、肥料・バイオスティミュラント分野の売上高は６億82百万円（前年同四半期比54百万円増加、同8.7％増）と

なりました。

 

(2）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は126億32百万円で、前連結会計年度末に比べ24億20百万円の増加となり

ました。これは主に受取手形及び売掛金の増加27億64百万円によるものであります。

　負債につきましては72億10百万円で、前連結会計年度末に比べ13億79百万円の増加となりました。これは主に支

払手形及び買掛金の増加12億45百万円、短期借入金の増加１億15百万円によるものであります。

　純資産は54億22百万円で、前連結会計年度末に比べ10億40百万円の増加となりました。利益剰余金の増加９億69

百万円によるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、２億33百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年５月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,536,000 5,536,000
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は

100株であります。

計 5,536,000 5,536,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

平成28年１月１日～

平成28年３月31日
－ 5,536,000 － 461 － 504

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成28年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　156,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　5,379,400 53,794 －

単元未満株式 普通株式　　　　　600 － －

発行済株式総数 5,536,000 － －

総株主の議決権 － 53,794 －

 

②【自己株式等】

平成28年３月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ＯＡＴアグリオ株式会社
東京都千代田区神田小川町

一丁目３番１号
156,000 － 156,000 2.82

計 － 156,000 － 156,000 2.82

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年１月１日から平

成28年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年１月１日から平成28年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

（平成27年12月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成28年３月31日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,901 1,644

受取手形及び売掛金 2,720 5,484

商品及び製品 2,185 1,849

仕掛品 332 378

原材料 374 432

その他 384 710

貸倒引当金 △17 △30

流動資産合計 7,882 10,469

固定資産   

有形固定資産 1,436 1,378

無形固定資産   

のれん 159 116

その他 143 133

無形固定資産合計 303 249

投資その他の資産   

その他 634 535

貸倒引当金 △44 －

投資その他の資産合計 590 535

固定資産合計 2,330 2,163

資産合計 10,212 12,632

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,706 2,951

短期借入金 1,597 1,481

未払法人税等 204 500

返品調整引当金 35 31

売上割戻引当金 46 118

賞与引当金 29 117

その他 582 409

流動負債合計 4,202 5,610

固定負債   

長期借入金 1,057 1,049

役員退職慰労引当金 13 11

退職給付に係る負債 286 271

その他 269 268

固定負債合計 1,628 1,599

負債合計 5,830 7,210
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

（平成27年12月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成28年３月31日）

純資産の部   

株主資本   

資本金 461 461

資本剰余金 2,717 2,721

利益剰余金 1,261 2,231

自己株式 △78 △63

株主資本合計 4,362 5,351

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △8 △37

為替換算調整勘定 △57 △102

退職給付に係る調整累計額 △52 △51

その他の包括利益累計額合計 △118 △191

新株予約権 3 3

非支配株主持分 134 258

純資産合計 4,382 5,422

負債純資産合計 10,212 12,632
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日

　　至　平成27年３月31日）

 当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日

　　至　平成28年３月31日）

売上高 4,959 5,478

売上原価 2,780 2,889

売上総利益 2,178 2,589

販売費及び一般管理費 922 940

営業利益 1,255 1,648

営業外収益   

受取利息 6 3

受取配当金 2 0

その他 0 1

営業外収益合計 9 5

営業外費用   

支払利息 7 6

為替差損 5 77

その他 － 0

営業外費用合計 13 84

経常利益 1,251 1,568

特別損失   

固定資産除却損 － 0

特別損失合計 － 0

税金等調整前四半期純利益 1,251 1,568

法人税、住民税及び事業税 489 494

法人税等調整額 △56 △13

法人税等合計 432 481

四半期純利益 819 1,087

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△2 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 821 1,087
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日

　　至　平成27年３月31日）

 当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日

　　至　平成28年３月31日）

四半期純利益 819 1,087

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 8 △29

為替換算調整勘定 11 △44

退職給付に係る調整額 0 0

その他の包括利益合計 19 △73

四半期包括利益 838 1,014

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 838 1,027

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 △13
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　当第１四半期連結会計期間より、新たに設立したPT.OAT MITOKU AGRIOを連結の範囲に含めております。ま

た、非連結子会社であったAsahi Chemical Europe s.r.o.は重要性が増したため連結の範囲に含めております。

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につい

ては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四

半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成27年12月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成28年３月31日）

受取手形割引高 22百万円 46百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

　当社グループが販売する製品は、農繁期に備え春季に出荷が集中する傾向にあります。このため第１四半期連結

累計期間の売上高は他の四半期連結会計期間の売上高と比べ高くなる傾向にあります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日
至　平成27年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日
至　平成28年３月31日）

減価償却費 47百万円 53百万円

のれんの償却額 43 43
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成27年１月１日　至平成27年３月31日）
配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年２月17日

取締役会
普通株式 147 55 平成26年12月31日 平成27年３月23日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成28年１月１日　至平成28年３月31日）
配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年２月19日

取締役会
普通株式 161 30  平成27年12月31日  平成28年３月24日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、アグリテクノ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日
至　平成27年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日
至　平成28年３月31日）

(1) １株当たり四半期純利益金額 152.67円 201.80円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
821 1,087

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
821 1,087

普通株式の期中平均株式数（株） 5,380,000 5,387,889

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 146.39円 191.49円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（株） 230,737 290,095

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）当社は、平成27年７月１日付で株式１株につき２株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株

式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定

しております。
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２【その他】

　平成28年２月19日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………161百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………30円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成28年３月24日

　（注）　平成27年12月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年５月９日

ＯＡＴアグリオ株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 勢　志　　　元　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 古　谷　大二郎　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＯＡＴアグリ

オ株式会社の平成28年１月１日から平成28年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年１月１

日から平成28年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年１月１日から平成28年３月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＯＡＴアグリオ株式会社及び連結子会社の平成28年３月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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